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　こんにちは。下林です。私事ですが、今年の１

月から念願の一人暮らしがスタートしました。

「一人暮らしをしたい！」と思い始めて早７年…。

色々あって時間はかかったけれど、昨年運よく、

市営住宅に当選しまして！市営住宅は当選から入

居までの期限が決まっていたので、親にも有無を

言わさず（言う暇もなく）引っ越し準備をしてい

ました。一応、一緒に内覧をしたら意外とあっさ

り納得していましたが（笑）。

　今は朝・晩と介助を使って調理や炊事、洗濯、

掃除に入浴などをやっています。初めて体験する

ことも多いので、ヘルパーと一緒に試行錯誤して

ますが、4ヶ月経って少しずつ慣れてきました。

　色々大変なこともありますが、体調に気をつけ

て一人暮らしを満喫したいです！

　私が今回の手術で1番不安に思っていた事が「歩けなくなるんじゃ？無いか？」って事でした。高校生の時

は50ｍを（ウサイン・ボルトの100ｍ）と同じぐらいで走れたし、ハードルも飛べた。バレーボールにバド

ミントン・卓球もやっていました。特別、頭が良いわけでも無く・美人？でも無い私にとって好きな時にど

こへでも行けるっていうのが唯一の自慢です。術後、痛みから解放されて確かめたい！という心境にかられ

て管も1本になり少し自由に身体を動かす事が出来るようになった時に、看護師の最終見回り時間を見計ら

い、スリッパを履いて立って見たんです。立てた！と喜んでいたら看護師さんが戻って来てこっぴどく𠮟ら

れました。舌の根も乾かぬ内に歩いて見たい！と言う心境に負けて看護師の最終見回り時間を見計らい、ス

リッパを履いて立って２,3歩あるいて見ました。歩けた！喜んでいたら立った時に叱られた同じ看護師に見

つかってしまいました。

　食事は形の無い流動食。食べる意欲もなくシフォンケーキ様な枕の中で30度ぐらいまでしか起こしてはい

けないと言われていたのにも関わらず座ってバナナをパクパク食べていました。だってお腹すいてすいてた

まりませんでしたから。

　2週間経ったらリハビリが始まると聞いていたので、歩けるものと早合点、移動は車いすリハビリ室に行っ

てストレッチ。一ヶ月が経つと退院する事なっていました。リハビリのしっかり出来る病院に移り1日4時間

を20日間で退院しました。

　日常生活に戻り約 8ヶ月。やはり自由な家が一番

です。調子の良い時悪い時もありますが後悔はあり

ません。携わってくれた人たちは懸命に関わって貰

えました。それを良いものに持続させて行くのは私

自身です。加齢とともに重度化していく障害をあり

のままに受け入れて、1日1日を心豊かに過ごせる様

にしたいと、今・・・思っています。

特別編ワークスリレー・エッセイ「自立生活と私」

一人暮らし始めました。 　　下林慶史

ドタバタ入院　　その２ 　　日野原輝美

これからが楽しみです・・・。



4

KSKP（BUG）第３種郵便物承認　通巻第10828号　  2017年  8月17日発行

　

日　時/2017年7月29日（土）午後7時〜

場　所/黄檗山聖林院

共　催 / みみづく地蔵尊護持会・ワークス共同作業所

後　援 / NPO法人　まちづくりねっと・うじ

　　　　 NPO法人　就労ネットうじ「みっくすはあつ」

　　　　 ゆめはうす・朝日新聞京都総局・

　　　　 宇治商工会議所・三陸鉄道株式会社

　�今年で3回目になる聖林院のみみづく地蔵尊献

灯会。ワークスが護持会と共催する地域活性化イ

ベントは黄檗の夏の風物詩になりつつあります。

　今年はお昼からスタッフ総出で、約700個のLED

ローソクを手づくり行灯に入れて山内にセット。夕闇がせまる頃、東日本大震災、熊本地震、九州北部豪雨

で被災された方たちへの哀悼と復興の祈念、またそれぞれの願いをのせて灯は光り始めました。

　子どもたちには、スーパーボールすくい、ガチャガチャすくい、そしてわた菓子やソフトクリームといった

人気商品でお出迎え。ワークスの真骨頂ともいえる縁日出店はこの日も大人気・・・。

　7時から吉村和尚様の法要、そのあと竹林に設けられた献灯台へ。日が落ちていくと、幻想的な灯りに包ま

れて、夏の宵を優しく照らしていきました。

近鉄桃山御陵前駅内の、ホームからEVで降り車いすトイレに入るまで

の道が少し上り坂になっていて、改札から歩道に出るまでの道も少し傾

斜になっている。近鉄桃山御陵前駅から「こもり」に向かう道は、駅を

出てすぐの道は歩道が狭く道も少し傾きがあった。駅前はタクシーが沢

山停車していて危険を感じた。京阪桃山御陵前の踏切では線路にご老人

のシルバーカーが線路にはまり困っている方もいて危険を感じた。車い

すも前輪のタイヤが小さい方は、はまる危険性を感じた。

　大手筋商店街を右折して店に向かう道もガードレールが無かったので

車とすれ違う時に危険を感じた。と、ここまではアクセスに対する感想。

　一同、「こもり」到着して何より感心したのは、バリアフリーである。

車いすでも問題なく入れた。店内バリアフリーも整備されていて、車い

すトイレも広くて、車いすでトイレ内を1回転できるほどの広さにまた感

心。介助者付でも十分使えそうだった。店内も広く出来ていて車いすで

もすれ違えて、店内余裕で入れる広さがいい。食事の味の方は、お昼の

定食メニューからそれぞれ頂いたが、私が食べたのはガッツリ食べたい

系の方には向いているボリュウムでとてもおいしく頂けた。京都のオス

スメ店に認定〜！である。

みみづく地蔵尊献灯会開催しました。

「広がれワークスの輪〜取材しちゃいました」「広がれワークスの輪〜取材しちゃいました」
思わず、いきなり！

第10 回
「バリアフリーで旬の味が楽しめる！
　　　　和の創作料理店おばんざい お酒処 こもり」

聖林院みみづく便り






